
vPCマルチホーミングの設定

この章は、次の内容で構成されています。

•プライマリ IPアドレスのアドバタイズ（1ページ）
• vPCセットアップでの BorderPEスイッチ（2ページ）
• vPCセットアップでの DHCP設定（2ページ）
• vPCセットアップでの IPプレフィックス（3ページ）

プライマリ IPアドレスのアドバタイズ
vPC対応リーフまたはボーダーリーフスイッチでは、デフォルトで、すべてのレイヤ 3ルー
トがリーフスイッチ VTEPのセカンダリ IPアドレス（VIP）を BGPネクストホップ IPアド
レスとしてアドバタイズされます。プレフィックスルートとリーフスイッチで生成されたルー

トは、vPCリーフスイッチ間で同期されません。これらのタイプのルートの BGPネクスト
ホップとして VIPを使用すると、トラフィックが誤った vPCリーフまたはボーダーリーフス
イッチに転送され、ブラックホールになる可能性があります。vPC対応リーフまたはボーダー
リーフスイッチで BGPのプレフィックスルートまたはループバックインターフェイスルー
トをアドバタイズするときにネクストホップとしてプライマリ IPアドレス（PIP）を使用する
ようにプロビジョニングすると、これらのタイプのアドバタイズ時に、BGPネクストホップ
として PIPを選択できます。これにより、トラフィックは常に正しい vPC対応リーフまたは
ボーダーリーフスイッチに転送されます。

PIPをアドバタイズするための設定コマンドは advertise-pipです。

以下に設定サンプルを示します。

switch(config)# router bgp 65536
address-family 12vpn evpn
advertise-pip

interface nve 1
advertise virtual-rmac

advertise-pipコマンドは、vPCがイネーブルの場合にプレフィックスルートまたはリーフ生成
ルートをアドバタイズするときに、BGPがネクストホップとして PIPを使用できるようにし
ます。
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VIPで VMAC（仮想MAC）が使用され、VIP/PIP機能が有効になっている場合は、システム
MACが PIPで使用されます。

advertise-pipおよび advertise virtual-rmacコマンドをイネーブルにすると、タイプ 5ルートは
PIPでアドバタイズされ、タイプ 2ルートは引き続き VIPでアドバタイズされます。さらに、
VMACは VIPで使用され、システムMACは PIPで使用されます。

この機能を正しく動作させるには、advertise-pipおよび advertise-virtual-rmacコマンドを同時
に有効または無効にする必要があります。一方を有効または無効にすると、無効な設定と見な

されます。

-Rラインカードを使用するCisco Nexus 9504および9508スイッチの場合は、常に advertise-pip
なしで advertise virtual-rmacを設定します。

（注）

vPCセットアップでの BorderPEスイッチ
2つのBorderPEスイッチは vPCとして設定されます。VXLANvPC展開では、共通の仮想VTEP
IPアドレス（セカンダリループバック IPアドレス）が通信に使用されます。共通の仮想VTEP
は、システム固有のルータMACアドレスを使用します。ボーダー PEスイッチからのレイヤ
3プレフィックスまたはデフォルトルートは、この共通の仮想 VTEP IP（セカンダリIP）とシ
ステム固有のルータMACアドレスをネクストホップとしてアドバタイズされます。

advertise-pipおよび advertise virtual-rmacコマンドを入力すると、レイヤ 3プレフィックスま
たはデフォルトがプライマリ IPおよびシステム固有のルータMACアドレスでアドバタイズさ
れ、MACアドレスがセカンダリ IPでアドバタイズされ、ルータのMACアドレスがセカンダ
リ IPアドレスから取得されます。

vPCセットアップでの DHCP設定
DHCPまたはDHCPv6リレー機能が vPC設定のリーフスイッチで設定され、DHCPサーバがデ
フォルト以外の非管理 VRFにある場合は、vPCリーフスイッチで advertise-pipコマンドを設
定します。これにより、BGP EVPNは VTEPインターフェイスのプライマリ IPアドレスを使
用して、ネクストホップでルートタイプ 5のルートをアドバタイズできます。

以下に設定例を示します。

switch(config)# router bgp 100
address-family 12vpn evpn
advertise-pip

interface nve 1
advertise virtual-rmac
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vPCセットアップでの IPプレフィックス
BGP EVPNでアドバタイズできるレイヤ 3ルートには 3つのタイプがあります。その内容は次
のとおりです。

•ローカルホストルート：これらのルートは、接続されているサーバまたはホストから学
習されます。

•プレフィックスルート：これらのルートは、リーフ、ボーダーリーフ、およびボーダー
スパインスイッチで他のルーティングプロトコルを介して学習されます。

•リーフスイッチで生成されたルート：これらのルートには、インターフェイスルートと
静的ルートが含まれます。

vPC対応リーフまたはボーダーリーフスイッチでは、デフォルトで、すべてのレイヤ 3ルー
トがリーフスイッチ VTEPのセカンダリ IPアドレス（VIP）を BGPネクストホップ IPアド
レスとしてアドバタイズされます。プレフィックスルートとリーフスイッチで生成されたルー

トは、vPCリーフスイッチ間で同期されません。これらのタイプのルートの BGPネクスト
ホップとして VIPを使用すると、トラフィックが誤った vPCリーフまたはボーダーリーフス
イッチに転送され、ブラックホールになる可能性があります。vPC対応リーフまたはボーダー
リーフスイッチで BGPのプレフィックスルートまたはループバックインターフェイスルー
トをアドバタイズするときにネクストホップとしてプライマリ IPアドレス（PIP）を使用する
ようにプロビジョニングすると、これらのタイプのアドバタイズ時に、BGPネクストホップと
してPIPを選択できます。これにより、トラフィックは常に正しいvPC対応リーフまたはボー
ダーリーフスイッチに転送されます。

PIPをアドバタイズするための設定コマンドは advertise-pipです。

PIPまたは VIPを有効にするときは、NVEインターフェイスで shut/no shutを実行して、NVE
インターフェイスフラップが発生するようにする必要があります。これにより、スパインリー

フトポロジで未知の IPアドレスを VTEPSにアドバタイズすることを回避できます。

以下に設定サンプルを示します。

interface NVE1
shut

interface NVE1
advertise virtual-rmac

router bgp 64601
address-family l2vpn evpn
advertise-pip

interface NVE1
no shut

advertise-pipコマンドを使用すると、vPCがイネーブルの場合、プレフィックスルートまたは
リーフ生成ルートのアドバタイズ時に、BGPがネクストホップとして PIPを使用できます。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


